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   In the tissue culture of the Seminal vesicle of guinea-Pigs, influences of addition of 
male sex hormone (Testosterone propionate) upon the growth of the tissue of the semi-
nal vesicle were studied. 
   1) Male sex hormone exerted definite local action to the tissue of the seminal  ve-
sicle in vitro. 
   2) The growth of epithelial cells was obviously stimulated by male sex hormone 
at the initial stage of the cultivation. 
   3) The growth of fibroblastes was always extremely inhibited by male sex hormone  ; 
only their weak growth was observed about 8 days after the cultivation. Their de-








も有効且っ普遍的な ものと して知 られて いる
























































































































































































験 群 と同 一 と し,比 較 対 照 に お け る誤 差 を僅 少 とす べ
く留 意 した こ とは云 うまで もな い.測 定 を お こな っ た
日は 培 養 後2日,4日,6日,8日,10日,12日 の各
日で あ る,
観 察 各 日の テス トス テ ロ ソ プ ロ ピオ ナ ー ト添 加 実
験 群 の 絶 対 成 長価 の平 均 値 は,培 養 後2日 目18.5,4
目 目34.5,6日目49.0,8日目49.5,10目目52.0,
12日目49.5であ る.対 照群 で は2日 目15.0,4日目
29.5,6日目40.0,8日目52.0,10日目71.0,12日目
80.5であっ た.こ れ を 曲線 で表 わ す とTab.1の 如
くで あ る.
IV総 括 及び考按
以上,海 狽精嚢腺組 織の体外培 養に際 して男
性 ホルモ ンを添加 し,そ の組 織発育 に及ぼす影
響につい ての実 験成績 を概述 した.
組織培養法 においてホルモ ンを応用 し,そ の
組織発育 に及ぼす影響 について検索 した報告 を
文献上渉猟す ると,古 く小松(1913)は臓器 エ
キスが線維芽細胞 に及 ぼす影響 を検索 し,稀 薄
な睾丸 エキスは発育促進 的に作 用す ると述べ,
Walton(1914)も略 々同様 の 発表 を お こなつ
てい る.か か る臓器 エキスの組 織培 養えの応用
は,そ の後 渋谷(1929),清水(1932),勝木
(1933),前田(1937),後藤(1940)等の報 告
が散見 され るが,臓 器 エキスの場合 は ホルモ ン
の含有量 が微量 に過 ぎ,内 分泌 物質以外の他 の
因子 も除外出来 ないため正確 なデ ータは期待 し
得 ない もの と思われ る.次 に内分泌製剤 に関 し
ては,瀬 村(1929)はア ンッ イ トリン(脳 下垂
体前 葉製剤),チ ロキシ ン及 びイ ンシュ リン,ピ
ッ イ トリン(脳 下垂体後葉製剤)が 鶏胎 心臓組
織 の発育 に及 ぼす影響 につ いて検索 し,ま た隠
明寺(1933)は8種 の臓器製剤 の鶏胎 線維芽細
胞及 び鶏胎脾 臓 の発育 に及 ぼす影響 を検 してい
る.
久保(1938)はは じめ てAndrostendione,
Testosteroneなどの ステ ロイ ドホルモ ンを虹
彩 の上皮細 胞を対 象 と して 応 用 し,次 いで 八
木(1938)は睾丸組織 に 対 す るEnarmonや



























始 し,2日 目ではすでに1部 のものではかなり
の発育促進が認められる.即 ち半球状乃至舌状
に上皮性細胞群による突起が形成 される.しか
し1部 の発育帯 では その発育は なお軽度であ
る.3～4日 目ではかかる発育帯がその長経及
び幅を増大 し,且つやや複雑 となり徐 々に発育
増殖する傾向が認められるが,未 だ極期ではな
い.
最も旺盛な発育 を示すのは6～7日 で,こ の
時期では母組織の殆ん ど全周に亘つて上皮性細
















































































までは全 くその発生を認めず,8日 目頃 より軽
度ではあるが徐々に発育を開始 し,10日目,11
日目に至つて始めて盛んな発育状態を示す そ

















つ長期 に亘つ てその形態 を保持 したが,男 性ホ
ル モ ン添 加群 では培 養後15日目では早 くも線維
芽細 胞は殆 ん ど消失 し,認 め られない
教室 の石神等は前立腺組織 の体外培 養におい
て,男 性 ホルモ ンの添加 は腺性組織 の発育促 進
及 び線 維性組織 の発育抑制 を認 めた と報 告 して
い るが,著 者の実験成績 で,精 嚢腺組織 におい
て も略 々同様 の結果 を得 た ことは興 味があ り注
目して よい.
さて,生 体 にあつて雄性副性器た る精嚢腺 は
主 として睾 丸 よ りのandrogenicactivityに
よりその生理 機能 を円滑に遂行 してお り,除 睾
に よつて これは速 やかに萎縮退 行す ることは よ
く知 られた事 実で ある.勿 論かか る男性 ホル モ
ン効 果は,invivoとinvitroに お いては
その作 用機序 はおのずか ら異 るであろ うが,著
老の実験結果 では顕著 ではないが男性ホルモ ン
がinvitroにおい ても直接精嚢腺組織 に局所
作用 をもつ ことが略 々推 測 し得 る.
即 ちinvitroにおいて男性 ホルモ ンは精嚢
腺上皮細胞 に促進 的に働 き,あ る種 の線維細胞
抑制 物質 の分泌 を増強 せ しめる結 果,線 維芽細
胞 の発育 を極 度に抑制 するのではなかろ うか.
とすれば本実験 に よつて生 体内の睾 丸一 副性器
間に おけ るandrogenicactivityについて あ
る程度 の傍証 をな し得 た もの と思われ る.
要す る に テ ス トステ ロン.プ ロピオ ナー ト
o.1mg/cc添加実験 では,i)線 維芽細 胞の発
育は終始極度 に抑制 され,培 養後7日 目までは
全 く発生 を認 めず,ii)8日 目より徐 々に発生
し始 め,10～11日目で極期 とな るが,こ の場合
もむ しろ上皮性細 胞のEntdifferenzierungと
見徹 すべ き 発育 状態 を 示 し,iii)また その崩
壊,壊 死 も早期 に出現 し,培 養後15日目頃す で
に退行性変化 に より殆 ん ど消失 し,母 組 織 の周
囲に僅 か にその遣残 を とどめ るのみ となる.
③ 比較 成長価 について
Tab。1に示 す如 く,テ ス]・ステ ロンプPピ
オ ナー ト添加 群では培 養後7日 目までは明 らか
に対 照群 に比 して成長価は大 である。 この こと
は前述 した如 く男性 ホルモ ン添加 の場合 は,培
養初期 では明 らかに上皮性細胞 の発育促進 が認
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1.Carre1曝法に よる 海狸 精嚢腺組織 の体
外培 養に際 し,男 性 ホルモ ン(テ ス トステ ロン
プ ロピオ ナー ト)を 添加 し,そ の組 織発育 に及
ぼす影 響を検 索 した.
2.添 加男性ホルモンは培養精嚢腺組織に対
し,明 らかに局所作用を示す所見が得られた.
3.上 皮性組胞は培養初期 より4日 目前後ま
では明らかに発育促進の傾向を示し,6～7日
目ではむ しろ発育は抑制 さ鵜8日 目以降では
漸次退行性変化が認められる.
4.線 維芽細胞の発育は終始 極 度 に抑制さ
れ,培 養後7日 目までは全 く発生せず,8日 目


















Fig・2培 養 後2日 目(150×)
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Fig・3培 養 後3日 目(150×)
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Fig.19培養 後12日目(150×)Fig.20培 養 後12日目(150×)




Fig.21培養 後15日目(150×)Fig.22培 養 後15日目(50×)
